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SSKU               No.82

                                   

    

  ひのき工房の本宮政吾さんが手掛けた記念碑（高尾山薬王院に建立）と仲間たち

  ※記念碑は、八王子市森林パトロール隊から、５０周年記念として依頼されたものです。   

低料第三種郵便

障害福祉サービス事業所

ふきのとう
生活介護

就労継続支援（Ｂ型）

〒193-0834

八王子市東浅川町625-5

TEL 042(667)4158

FAX 042(667)9489

障害児通所支援事業所

地域生活支援事業所

ころぽっくる
放課後等デイサービス

認定短期・日中一時

〒193-0834

八王子市東浅川町629-1

TEL 042(666)5609

FAX 042(666)5619

障害福祉サービス事業所

ひのき工房
就労継続支援（Ｂ型）

生活介護

戸吹不燃物処理事業

〒193-0826

八王子市元八王子町2-1839-2

TEL 042(667)2158

FAX 042(667)2168

社会福祉法人 蕗の会

蕗の会だより

障害福祉サービス事業所

ぽぷら八王子
就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

〒192-0001

八王子市戸吹町2104

TEL 042(696)5090

FAX 042(696)5091

絵：今井 隆



1998年10月9日第三種郵便物許可(毎月3回8の日発行) 2018年6月25日発行 SSKU 増刊通巻第6130号

1

ふきのとう トピックス

お花見

防災訓練

調
理
実
習

料
理
ク
ラ
ブ

手作り作品展

お疲れ様会
「イーアス高尾」
お出かけ

ハンドベルクラブ

「そらいろ」演奏会

ふ
れ
あ
い
運
動
会

絵画教室

旅行 in 栃木



1998年10月9日第三種郵便物許可(毎月3回8の日発行) 2018年6月25日発行 SSKU 増刊通巻第6130号

2

★ころぽっくる トピックス★

◆ころぽっくるが開所してから10年以上が経ち、新たに自動火災報知機を設置し、外壁も全面的に修

繕しました。施設の外に水道栓も増設し、夏にはプールをつくって遊ぶこともできるようになりま

した。

■放課後等デイサービス事業

開所から3年が経ちました。卒所された子どもたちは社会人としての一歩を踏み出しました。4月

からは、新しくなかまに加わった子どもたちと一緒に過ごすなかで、子どもたちに新たな関係性が

生まれ、どのように育まれていくのかがとても楽しみです。

■認定短期入所・日中一時支援事業

音楽活動、造形活動、外出活動を軸に、一人一人の思いを大切にしながら、自分らしく過ごし、楽

しめるようなサービスを提供していきます。将来の生活に向けて、お泊り体験の場として、ころぽ

っくるをご利用される方が増えてきました。

今年は桜の開花が早かったですが、ころぽっくるのお部屋はご利用者の方が作ったお花で満開です

♪うさぎさんもお花を求めてころぽっくるに顔をだしてくれました。ころぽっくるは満開のお花の

ような魅力と、お友達がたくさんのうさぎさんのように、魅力ある施設として邁進したいと思いま

す。よろしくお願い致します！
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ぽぷら八王子 トピックス
関東甲信越フロアホッケー競技会 準優勝！

ぽぷら八王子総会（29.4.15）

総会では、一年の工場成績や開所当時からのメンバーさんの様子を振り

返るスライドが流れました。また、メンバーさんのヒヤリハット報告の

表彰も行いました。

桃狩り in 山梨
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近隣住民に親しまれ、地域社会に貢献できる施設にしよう！

理事長 岩澤六夫

◆昨年、町会・学校・PTA・コンビニ・民生児童委員等々多くの皆さんが何回も話し

合いを重ねた上で城山小地区子ども食堂「しろくまごはん」を開設することが出

来ました。私共蕗の会は、ひのき工房と共に施設を提供し、事務局に参加し、毎

月のおやつ会を担うなど、蕗の会の地域貢献事業の１つの柱になるように取り組

んでいます。

◆ひのき工房は、住民から施設建設の了承をもらうまで何年もかかりました。それ

から１０年、集団回収をはじめ小学校の木工授業、中学校の体験実習、防災訓練

等、諸々の地域活動に取り組み、ようやく地域社会に認めてもらえる存在になり

ました。今後は、更に「なくてはならない施設」に向けた確実な歩みを続けねば

なりません。

◆ふきのとうは、東浅川町のけやき通りに平成２年に開設し、利用者さんの工賃の

ためのリサイクルバザーを年何回も行い、三田町会の皆様に何かとお世話になっ

ていました。そのため、平成１３年に新施設を作ろうとした時、“町内の○○さ

んがやっているふきのとうだから手伝ってあげよう”と反対どころか、用地の確

保にも協力していただきました。新しい施設に移って１５年になりますが、最近

また、スタッフが周辺の雪かきや草刈を行うようになり、町会役員に運営委員に

なってもらうなど少しずつ交流が進んでいます。

◆ころぽっくるも、ようやく常勤のスタッフがいる施設になりましたので、ふきの

とうと一緒に出来ることを、１つずつ実行してもらいたいと思います。

◆最近できた“とぶきふねん”と“ぽぷら八王子”は、いずれも近くに民家の無い

広い敷地の中にある大きな工場の中で働いていますから、住民の皆さんとの日頃

のふれあいは少ないのですが、戸吹や犬目のバス停を使ったり、自転車通勤のメ

ンバーさんもいます。又、一昨年から始まった八王子市の戸吹クリーンフェスタ

に“地元町会”として参加している戸吹町会には、昨年、とぶきふねん、ぽぷら

八王子、リボーンの三施設が加入しました。

今後は、町会の清掃活動やお祭りなどに積極的に参加してもらいたいと思います。

◆今年度、各施設から担当者を選び「環境整備委員会」を発足させました。その役

割の１つは、各施設の周辺道路の清掃や雪かきを行うことです。夏場は、草木も

茂るので、道路法面は２ヶ月に１回位草刈が必要です。いつもきれいに清掃し、

四季折々、花など咲いていると、近隣の方や、そこを通る人たちの心を和ませて

くれます。そして、“いつもきれいにしてもらいありがとう”“いつも花がきれい

ですね”と声を掛けて下さいます。お互いに声を掛け合うキッカケになります。

先ずは、スタッフは勿論、利用者も近隣の人達に気持ち良く挨拶ができるように

なりましよう。それが全ての始まりです。



1998年10月9日第三種郵便物許可(毎月3回8の日発行) 2018年6月25日発行 SSKU 増刊通巻第6130号

6

平成２９年度 法人本部  事業報告

                        社会福祉法人 蕗の会  法人本部

１．社会福祉法人改革

昨年より法人改革で指導されてきた組織改革は H29 年度で実施完了しました。

まず、新たに評議員選任解任委員を選出（外部委員２名、監事１名、事務局１名）

し、理事会で推選された評議員候補者を委員会で審議して選出していただきまし

た。H29 年 6 月 13 日第１回の評議員会を開催し、以降定期的に法人の重要事項を

審議承認していただいています。更に、以前の評議員であった利用者、家族、各

地域町会役員、ボランティア、職員等からなる運営委員会を設置し、法人の方針

や各施設の事業内容を説明すると共に、運営に対する皆さんの意見を直接聞く場

として開催しています。

２．子ども食堂の開催

H29 年度、蕗の会として最も力を入れた事業は、法人の地域貢献事業としての子

ども食堂の開設でした。

１）H18 年ようやく施設用地を確保し、ひのき工房建設計画を町会や周辺住民に

説明し、再三に亘り、障がいのある利用者と共に理解を求めたが、受け入れ

てもらえなかった苦しい経緯があり、地域住民の理解なしには障害者施設の

建設も運営も困難との認識を新たにし、ひのき工房開設以来、「ひのき工房

がこの地に出来て良かった」と思っていただける施設作りに努めてきた。例

えば、二丁目の集団回収、後に、三丁目も、城山小 6 年生の木工授業、特防

隊、夏祭り準備、サタデースクール準備、城山中生徒さんの体験実習。これ

ら町会や学校との橋渡しには魚住さんの果たされた役割が大きく、蕗の会の

評議員のちに、理事も務めてもらうことになった。

２）子ども食堂開設の取組み

  ①かねてより新たな地域貢献事業として、「元八子ども食堂」の構想を持ち、魚

住さんとも相談していた。H28 年 9 月の法人理事会で、その方針を了承した。

  ②国が社会福祉法人の地域貢献の方針を打ち出し、東京都及び八王子市の社協

を通じて、説明会で要請された(社会福祉充実残高がマイナスである蕗の会に

は義務付けはない)

  ③H29 年度蕗の会本部の事業方針の１つとして「子ども食堂の開設」を決定し、

同時にひのき工房の H29 年度事業計画に「地域交流を大切にし、町会、小中

学校等地域社会と連携、子ども食堂を実現する」ことを明記。

  ④地域社会への呼びかけと検討会の開催

H29 年 5 月 24 日文書で、子ども食堂についての意見交換会を呼びかけ、6 月

30 日第１回検討会を始め、毎月１回計４回開催。更に、7 月 27 日第１回企画

会議を始め毎月１回計４回開催。

  これらの話し合いの中で

  （ア）蕗の会と子ども食堂との間の覚書

  （イ）城山小地区子ども食堂規約

  （ウ）運営組織図

  （エ）H29 年、H30 年事業方針及び予算案

  （オ）会長、副会長、監事、相談役、企画委員、事務局等役員
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  等を作成し、10 月 20 日設立総会でこれらの案を承認してもらい、正式に「城

山小地区子ども食堂しろくまごはん」が発足しました。

３）子ども食堂活動開始

   ・H29 年 12 月 9 日オープニングセレモニー

・H30 年 1 月～3 月第 2 土曜日食事会 毎回 100 名以上参加

    同じくおやつ会 毎回 20～30 名参加

   ・月１回のおやつ会は、ひのき工房が中心となって子どもたちのくつろげる

    居場所として、定着させていきます。

   ・子ども食堂「しろくまごはん」全体の食事会の運営は、事務局を中心に軌

    道に乗りました。

３．職員研修

１）正規職員、フルタイム、短時間勤務の階層別と蕗の会のあゆみの合計７回を

開催。その都度、事前レポート、発表、感想レポートを提出してもいらい、

出席を含めて評価し、期末賞与本部研修分として支給した。

２）レポート、発表、感想文等、前年に比べ大幅にレベルアップしたスタッフが

何名も見受けられ、とてもうれしかった。又、他施設の発表や意見交換が「参

考になった」との感想も多かった。

３）施設や本部に対する要望等まとめて各施設長へフィードバックし改善に役立

てた。

４．ころぽっくる施設用地の借地を購入

１）ころぽっくるは、建設用地を笹野様より無償で借りていました。ふきのとう

   も建設敷地の一部と駐車場を有料で借りていました。平成２年のふきのとう

開設以来お世話になってきた笹野佳宏様が昨年逝去されたので、法人本部で

御家族と相談し、銀行借入により全て購入し、法人所有としました。

２）ひのき工房の子ども食堂としても使用する厨房施設の土地、新築の建物の登

   記手続きも全て本部で行いました。

５．労働条件の改善

１）就労事業（とぶき）就労継続支援事業Ａ，Ｂ（ぽぷら、ひのき、ふきのとう）

生活介護（ひのき、ふきのとう）の各事業の売上を増やし（合計１億１,０８

５万円）利用者の工賃、賞与を引き上げることができました。

２）自分達職員（支援スタッフ）の給与とその財源となる給付金、助成金の関係

も研修により理解が進み、スタッフのよりよい支援により利用者が気持ち良

く毎日通所してもらえることが基本との認識が出来つつあります。

３）本部としても施設の処遇改善助成金の継続取得を支援し、事業収入の増加と

経費削減により、平均２％以上の昇給を行いました。

４）これに加え、永年の課題であった退職餞別金の積立を時間当たり 10 円から

25 円へと大幅ＵＰを行いました。（H29 年度積み増し金 7,860,000 円）

６．その他本部としての取組み

１）各施設運営の指導・支援

  ①行政への提出書類の遅れなどによる不利益が生じないよう毎月の施設長会で、

チェック指導する仕組みを作り上げました。

  ②各施設の取り組むべき課題、施設改修、生産品質改善、売上増、ＧＨ検討な

ど、必要に応じて施設長やスタッフを指導したり、職員会議に出席するなど
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してきました。

  ③ぽぷら八王子、とぶきふねんなどスタッフやメンバーの採用に協力してきま

した。

２）より透明な法人運営と施設支援

①規程規則類の整備促進（改訂８件、新規９件 合計 54 規程・細則）を行い、

ｈｐに掲載（表題のみ）し、外部に対し、透明性のアピールを行いました。

今後は、規程規則類の職員への定着化が課題です。

②Ｈ28 年度、Ｈ29 年度処遇改善加算額の試算を一括して行い、要領化し、各施

設の負担軽減に努めました。

③ふきのとうの日本財団様からの送迎車助成に向け、支援しました。

３）外部への情報発信

  ①法人のｈｐをリニューアルし、求人情報の掲載等、人材確保に貢献しました。

  ②魅力ある各施設のｈｐの作成のための人材育成が今後の課題です。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

平成３０年度 法人本部 事業計画       

                     社会福祉法人 蕗の会 法人本部

１．経営中長期計画の策定（H29～H33）

１）各施設の目指すべき事業目標を検討し、中長期計画の柱とします。

２）法人・施設の課題を整理し、その解決のため人材育成計画等を議論してもら

います。（H31 年度計画策定に向けて）

３）第一次５ヶ年計画（H29 年～33 年）の H29 年度実績を分析しながら必要な修

正を行います。

２．人材育成のための研修会

１）施設長の職務を明確にすると共に、その実践に必要な資質を習得するため、

毎月の施設長会の中で、「施設の目指すべき事業目標」等の具体的な課題を提

起し、議論していく研修を行います。

２）主任・リーダー等中堅クラスの育成のため、利用者の想いや希望、そして一

緒に支援に関わる職員の意見をまとめながら日常活動をリードしていく訓練

とその発表を計画します。

３）日々新しいことに出会い、他者の存在を認識していく過程や、外に興味や意

欲を持って主体的に“生きる”に寄り添う施設では、児童保育や生活介護ス

キルのプロ意識を持った職員集団に育てるため、それぞれの経験を通した学

びを発表し合い支援力を向上させていく研修

（ころぽっくる、ふきのとう（生介）、ひのき工房（生介）、）

４）自立した生活を目指し、働くことに生きがいを見い出し、日々現場で頑張っ

ているメンバーと一緒に汗を流し、安心して安全に働きやすい職場を作るた

め奮闘している職員の皆さんが、問題点を出し合い、経験を発表しながらお

互いに支援力を身に着けていく研修。

５）皆さんから要望のある全ての職員が一同に会して、それぞれのクラス代表の

発表や法人全体の課題を確認し合える場も準備出来ればと考えています。
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３．賃金水準の改善

皆さんが日々現場で正面から向き合い、職員研修で学び合い、保育・支援レベ

ルを向上することで、利用者増も見込まれます。更に就労支援事業の売上増や処

遇改善助成金により皆さんの賃金増額を実施します。一般就労や就労支援事業の

メンバーさんの賃金や工賃も極力増額するよう各施設を指導します。

４．新たな地域貢献事業としての子ども食堂

昨年、ひのき工房が利用者のクッキー作りなど調理作業の出来る施設を建設し、

それを夕方や休日に地域社会に開放し蕗の会の新たな地域貢献事業として「城山

小地区子ども食堂」を開設しました。（詳細は H29 年度事業報告参照）既に、昨年

12 月から毎月食事会、おやつ会を開き、少しずつ知られるようになっています。

私達も、事務局の一員として子ども食堂の運営・発展に協力していきます。

５．法人内の業務効率化

・各施設の共通業務を取込み、施設負担の軽減を図ります。

（毎年の処遇改善加算額及び賞与算定額の提供、その他）

・毎年の法改正に迅速に対応していきます。

（社会福祉法人改革や会計基準の見直し等）

・法人及び施設の会計処理や給与集計業務の負担軽減を図ります。

（福祉会計特有の仕訳処理マニュアルの提供や迅速な支援）

６．外部への情報発信

・法人運営の透明性確保のため、ｈｐ による情報発信をタイムリーに行います。

・次世代を担う若者に向けて、組織運営の透明性や法人内研修の充実などアピー

ルできる情報を発信していきます。

・各施設のｈｐ構築のための人材育成に協力していきます。

・蕗の会だよりをリニューアル（カラー刷り等）し、より親しみやすいものにし

ていきます。

７．施設環境の整備

各施設から最低 1 名選出し、環境整備委員会を組織し、次のような目標で取り

組みを始めます。

①施設周辺の道路等の清掃・雪かきで近隣住民に感謝される。

②いつも清潔で訪れた人に“素晴らしい”とほめてもらえる。

③緑と花で利用者の皆さんが心豊かになれる。

④５S が徹底され、スタッフも気持ち良く安全に働ける。

８．法人設立 20 周年記念行事の準備

蕗の会は H13 年（2001 年）に設立認可を受けましたので、H33 年（2021 年）9

月で 20 周年を迎えることになります。ふきのとうは、30 年を超えますし、各施設

ともそれぞれの歴史を刻んできました。どんな記念行事を行うかも含め各施設か

ら委員をだしてもらって検討を行い、施設長会にかけながら準備を進めます。
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平成２９年度 ふきのとう 事業報告

ふきのとう施設長 清水 潤児

＜29 年度総括＞

１．２９年度の成果

介護給付費の払い戻しがあり心配をお掛けしましたが、安定した収支でした。新

規利用者や利用日の増加などがあり給付費が増えたこと、また、職員のコストへの

意識も高くなり無駄のないよう職務に努めました。利用者と御家族のサポートもあ

り、事故なく元気に過ごせました。

ふきのとうの日々の様子は、明るい雰囲気の中で利用者の方々も「仕事をしてい

る」というプライドをもち、個性を活かしながら取り組んでいました。木工作業だ

けに捉われず、まずは生活介護に目を向け支援を中心に進めていき、クラブ活動、

行事、余暇活動などのイベントも充実を図りました。

職員研修では、法人内・外研修に参加し蕗の会職員としての心構えや役割などを

勉強し、自己研鑽に努めました。

２．利用者支援

個別に合わせた支援計画を利用者と共に作成し、内容を職員間で共有し適切な支

援を目指しました。食事や排泄の支援、バイタル測定、リハビリ訓練、整容など生

活の質の向上に繋がる支援を提供しました。中でも今年度は口腔ケア（歯磨きなど）

に力を入れ、口腔機能の維持・向上に努めていきました。月に１回、歯科衛生士を

招いて咀嚼（噛む）や嚥下（飲み込み）、歯磨きなどの指導を受けました。口腔内の

汚れの除去や歯科受診に繋げるなど、利用者の口腔ケアへの意識は高まりました。

３．就労支援事業

木工 リサイクル 自動販売機 合計

2,063,159 円 112,065 円 103,402 円 2,278,626 円

木工事業では安定した受注と出店がありました。時には間に合わないぐらいの注

文を受け、多忙な時もありましたが、受注の数を調整し利用者のペースに合わせな

がら注文を取りました。木工品カタログを新しくし明るく見やすくしました。

４．地域交流

三田町祭の準備・片付けや八王子市総合防災訓練に参加し、地域との交流を深め

ていきました。また、日々の施設周辺の掃除や雪かきを行い協力関係を築いていき

ました。畑の会も継続し地域の方々からの話や野菜の作り方などの指導を頂きまし

た。

５．環境整備

ふきのとう内の設備（トイレの増加や介護スペース拡充）の為、行政に協議書を

提出しました。その他ふきのとうで必要な備品など助成事業に申請していきました。

ふきのとう内の照明が LED 照明になりました。

６．第三者評価の実施

利用者の方々や職員が第三者評価機関によるアンケート、ヒアリング調査を受け

ました。結果は「とうきょう福祉ナビゲーション」にて公表されています。
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平成３０年度 ふきのとう 事業計画

                      ふきのとう施設長 清水 潤児

１．事業方針

①蕗の会の理念に基づき、社会参加の場としての役割を大切にし、安心して楽しく過ごせる施設であ

るとともに、地域で自立した生活ができるようにサポートしていきます。

②利用者が主体的に活動できる体制、個別化の原則を守り、生活と仕事のバランスを考慮しながら、

個々の利用者のペースに合った生産活動をしていきます。

③法人内・外の研修などに参加し、職員の資質向上・自己研鑽に努めていきます。

④日常の整理整頓やリフォームなどでの環境整備を行い安全で快適な施設を目指します。

⑤地域に開かれた施設を目指します。地域の行事や日々の施設周辺の清掃等を行い、近隣の方々との

交流を図り地域での役割を担います。

２．事業内容

①生活介護と健康管理を主体としていきます。

・本人の意思を尊重し、個性を発揮できるようサポートしていく。利用者にとって社会参加の場であ

り、安心して過ごせる居場所となるよう環境を整えます。

・利用者の生活支援を優先にし、日常生活動作の維持・向上に向けた支援に取り組んでいきます。日々

のモニタリング、アセスメントを繰り返し、支援会議を開き本人と家族などチームで課題を克服し

ていきます。

・クラブ活動・行事は利用者主体で行っていきます。ハンドベルクラブはセラピー効果を兼ね、心身

機能を向上していきます。絵画クラブは講師を招き月に3回実施していきます。

・嘱託医の定期的診断を実施し、医師の助言を日々の生活介護に活かしていきます。歯科衛生士によ

る口腔機能向上に向けた、取り組みを月に１回行い、指導を日々の食後の口腔ケアに活かしていき

ます。

②生産活動では売上アップを目指します。

・木工では利用者ができる限り自力で行えるよう道具の工夫や強みを生かせる作業などに配慮します。

（事業別年間売上目標）

木工 リサイクル 自動販売機 合計

2,100,000円 120,000円 110,000円 2,330,000円

③家族・地域・他事業所などとの交流及び連携を高めます。

・家族や地域との関りを深め、ふきのとう便りや連絡ノート等で現状報告や家族にボランティアのお

願いをしていきます。地域と協力体制の強化、他事業所との交流の機会を増やしていきます。
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平成２９年度  ころぽっくる 事業報告

                             ころぽっくる施設長  秦 淳一郎

＜平成２９年度総括＞

・H29年度は、「放課後等デイサービス」が３年目を迎え、保育の質の向上に職員一丸となって、取り

組みました。また、利用登録者数も増加し、日々、保育の組み立てに試行錯誤しながらも、子ども

たちにとって、何が今、必要なのかを考え、子どもたちと向き合う日々となりました。中遊び、外

遊びの種類も増え、あそびの質も個の楽しさから仲間との楽しさへと少しづつ変化してきました。

・日中一時支援、認定短期入所は、定期のご利用の方は、曜日ごとに出会う顔ぶれは一緒になること

も多く、お互いの名前を呼び合ったり、お互いの好きな歌を一緒に歌ったりと楽しさと居場所が両

立したものとなってきました。

・職員体制は、利用者数の増により常勤職員も増員となりました。教育においては、法人内研修、施

設内研修により新たな見識を学び、施設内では経験指導員による新任職員へのOJT指導を徹底して

いきました。指導の中では、経験指導員も自らの振り返りに多く繋げることができたOJTとなりま

した。

・設備備品については、消防法改正に伴い、自動火災報知機を設置しました。また、震災におけるひ

び割れや外壁の浮きについては、多数のご寄付をうけて、大規模な修繕を実施することができまし

た。

・関係機関の連携については、利用者の状況を家庭支援センター、支援学校、支援学級、作業所と共

有し、制度上に関わる事柄については、八王子障害者団体連絡協議会と連携し、八王子市福祉課に

現場の状況、制度上における矛盾点等を伝えていきました。

＜平成２９年度実績＞

① 放課後等デイサービス

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

回数 186 185 190 184 185 205 203 214 195 177 203 188 2,315

人数 28 28 28 29 31 31 32 34 34 34 34 34 377

②認定短期入所事業（八王子市在住の方を対象とする）月当たりの支給量５日／月

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

日数 77 73 77 58 83 75 84 68 71 50 68 77 861

人数 27 25 26 18 28 25 26 23 26 18 23 28 293

③日中一時支援事業（八王子市・日野市在住の方を対象）月当たり支給量５６時間

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

時間 ５２０ ４７７ ４５５ ４９８ ４８８ ４１５ ４５５ ４４９ ３７９ ３５４ ３９８ ４８０ ４,７６１

回数 １３１ １２３ １２１ １２７ １２７ １０９ １１３ １１３ １００ ８６ １０５ １２３ １,３７８

人数 ３４ ３２ ３１ ２９ ２８ ２５ ３０ ３１ ２８ ２９ ２８ ３３ ３５８
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平成３０年度 ころぽっくる 事業計画

                             ころぽっくる施設長  秦 淳一郎

事 業 所 名 ころぽっくる

事 業 名

障害児通所支援事業

  （１）放課後等デイサービス

地域生活支援事業

（１） 認定短期入所事業

（２） 日中一時支援事業

職 員 数 施設長（１） 常勤職員（５） 非常勤職員（１９）

１．事業内容・事業目的

障害児通所支援事業

・放課後等デイサービス（八王子市在住の方を対象とする）

１人ひとりの個性と集団で育まれる生活力を大事にし、継続性による変化を大切に捉え、

ライフステージに必要な活動を取り入れ、様々な体験を通して、個々の感性を育むことを

目的とする。

地域生活支援事業

・認定短期入所事業（八王子市在住の方を対象とする）

・日中一時支援事業（八王子市・日野市在住の方を対象とする）

障害児（者）の日中活動及び宿泊の場を確保し、日常的に介助している家族の就労支援及び一時

的な休息時間の確保を目的とする。及び障害児（者）の緊急一時保護を目的とする。

２．事業運営方針
  障害のある方が、住み慣れた地域でいきがいをもち、自分らしく生きることを確立できるように

支援する。

（１） 利用者とその家族が安心して利用できる環境を作る。

（２） 利用中、一人ひとりの持つ能力を活かした生活ができるように支援する。

（３） 地域の人たちと交流の機会を持ち、相互理解の場を持つ。

３．具体的な取り組み

平成３０年度も、これまでの事業継続とともに、関係機関との連携を強化し、よりよい支援に向

け内外の研修を通して、信頼と安心のサービス向上に取り組みます。

① 「利用者とその家族支援」

② 「関係機関との連携」

③ 「より質の高い職員集団を目指す」

④ 「地域との連携及び交流の継続」

⑤ 「環境衛生及び整備の徹底」

⑥ 「定期的な防災訓練の実施」
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平成２９年度 ぽぷら八王子 事業報告

ぽぷら八王子施設長 木原 法子

１．平成 29 年度総括

１）H27 年 12 月に開設から 1 年 4 か月、A 型メンバー10 名、B 型メンバー6 名で H29 年度がスタ

ートしました。H28 年度に比べるとメンバー一人ひとりが安定して通所することができた一

年だったと思われます。ただ、H29 年１月より入退院を繰り返し、拡張型心筋症という難病

だったＡ型メンバーの大澤さんが、10 月に亡くなられたことは、メンバーにとっても、ス

タッフにとっても大変ショックな出来事でした。

２）生産に関しては、ヒートシール機に続いて 5 月にシュリンク包装機が導入され、その対応

に始まった一年でした。八王子ＰＷ工場がエフピコの中で最初にシュリンクを導入した工

場になりました。7 月には生産調整が始まり、自動 1 号機が生産調整のため停止するという

ことになり、36,000 個の目標は 30,000 個以上となり、月生産も 60 万個を超えることが目

標になりました。

３）メンバーのその他の活動としてはフロアホッケーの活動に力を注ぎ、参加人数を増やした

一年でした。6 月にはフロアホッケーの長野の大会に合わせて初めての一泊旅行を計画し、

観光も兼ねて楽しむことができました。また、12 月にはエスフォルタ八王子でスペシャル

オリンピックス関東ブロック競技会が行われ、普段フロアホッケーに参加していないメン

バーや、ひのき工房など蕗の会のメンバー、家族やスタッフが応援に来てくれました。そ

の他にも、桃狩りなどの行事や年 2 回の家族見学会を H29 年度も実施しました。

４）安全衛生の面では災害ゼロで無災害記録を伸ばすことができました。衛生教育は月一回全

体朝礼で行いました。冬場はインフルエンザやノロウィルスのの予防について学んできま

したが、2 月になって、ぽぷら八王子で取っている仕出し弁当の中にノロウィルス菌があり、

6 人がノロウィルスに感染しました。初めてのことではありましたが、消毒や手洗いを徹底

し対応、市の障害者福祉課や保険所等へも連絡をしました。

５）地域と関わるため町会に加入しました。近隣町会の方々がぽぷら八王子に見学に来られま

した。戸吹町の町会長は蕗の会の運営委員として運営委員会に参加して頂きました。

２．収支報告

  【就労支援事業】

年間出荷数 7,662,110 個

年間売上（加工費） 27,705,062 円 含消費税・仕立て替え

労務費 27,336,953 円 賃金・工賃・消費税等

収支 368,109 円

  【福祉事業】

給付費収入 41,372,492 円

管理費収入 5,184,000 円 エフピコ様から支払われている

収入計 46,556,492 円

職員労務費等支出 34,519,970 円

諸経費支出 6,102,811 円

支出計 40,622,781 円

収支 5,933,711 円
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平成３０年度  ぽぷら八王子 事業計画      

ぽぷら八王子施設長 木原 法子

Ⅰ 基本方針

１．ぽぷら八王子に働くすべてのメンバー、スタッフがお互いを、人格をもった一人の人間として、

  認め合うことを基本とします。

２．スタッフはメンバーの立場に立った支援に心がけ、毎日気持ちよく、笑顔で安心して、意欲を

もって働き続けられる職場づくりに努めます。

Ⅱ 事業運営方針

１．生産目標 1日35,000個 月目標700,000個 クレームゼロを目指します。

草間工場長が定年退職された後、小野主任と共に工場運営を行っていくためにも、安定した稼

働ができるようにして行きます。         

２．良品効率 99％を目指します。

３．安心して、気持ちよく、意欲をもって働き続けられる職場をつくります。

  スタッフの力量アップに努め、 メンバーがぽぷら八王子で、毎日休まず仕事を続けられ

るように、支援できる力をつけていきたいです。

月一回のフロアホッケーの練習や年3回の試合は、メンバー中心のチーム作りをし、練習

も自分たちでメニューを作っていくようにサポートしていきます。

４．地域とのつながり

戸吹町町会のお祭りや清掃活動に参加し、地域の方とのつながりを深める年度とします。

そ して、戸吹町にある障害をもつ人たちの事業所と連携を作っていくことをしていきたい

と思います。

５．安全衛生と健康管理

H29年度に引き続き災害ゼロを目指します。H30年度もスタッフ、メンバーはヒヤリハット

報告を行って、災害に対して意識付けをしていきます。危険予知トレーニングを行うこと

で、危険に対しても各自が少しでも予測できるように考える習慣を身に付けるようにして

いきます。健康管理としては年一回の健康診断の実施とインフルエンザの時期には、全員

に予防接種を行い ます。特にインフルエンザやノロウィルスが流行する時期には、メンバ

ー向けに予防のための勉強会を毎月実施していき、予防に努めていきます。

６．職員研修

研修を通し、ぽぷら八王子で毎日仕事を行っていく上で必要な支援を行える職員の育成を

目指します。
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平成２９年度 ひのき工房 事業報告     

ひのき工房施設長 関 裕子

【 平成２９年度の成果 】                               

１．地域で利用者さんが大活躍！

１) 八王子森林パトロール隊結隊５０周年記念碑の文字彫刻を技術のある利用者さんが担当、すば

らしく立派な記念碑ができあがった。３月に高尾山薬王院で建立式があり、利用者さんも出席。

(高尾山仏舎利塔近くに建立)

２）２年目を迎えた霊園清掃作業に利用者さんも慣れ協力しながら作業を進め、さらに、お墓参り

の方への挨拶もできるようになり、「いつもごくろうさま」と声をかけていただくことも多くな

り、地域でのコミュニケーションの機会が増えた。

３）八王子市民生委員児童委員協議会主催「中学生社会福祉意見発表大会」参加賞のクリアファイ

ルイラストに今井隆さんが入賞。

４）３月に「ゆうきのつばさアート展」が横浜で開催、本宮政吾さんの焼きペン画、今井隆さんの

絵画が入選。

５）１２月の子ども食堂のオープニングセレモニー（１００名分）、３月の卒業祝いに手作りクッキ

ー（９２名分）を提供、また、１月より毎月１回ひのき工房が子ども食堂のおやつ会を担当、

子供たちや高齢者の方々に手作りクッキーを提供し、好評。

６）第９回ひのき工房祭開催、地元城山中学の吹奏楽･ヨーヨー世界チャンピョン･バトンダンス、

散田小町太鼓、拓殖大のLDFレーザー教室が協力、約２００名の住民が参加

２．各事業の利用者さんの活躍で生産活動売上を伸ばした！

１）生産活動売上  １,７２２万円を達成 （前年度比約２１６万円増）

木工 リサイクル 霊園清掃 薪割 農園 その他 合計

361万円 563万円 567万円 88万円 34万円 109万円 1,722万円

２）就労Ｂ : 週４～５日利用の利用者平均月額工賃(含ボーナス)  ３０,０３３円

             週１～５日利用の利用者平均月額工賃(含ボーナス)  ２５,０１２円

３）リサイクル:同方向、同経路の回収先を同日にする等調整し効率化、売上増につなげた。

４）木工： はちベビギフト用木工品毎月１００個製作順調。４カ所の保育園から多摩産材おもちゃ

の大量注文があり、新規開拓につながった。

３．生活の中での楽しみを増やすためレクリェーション・行事を開催！

利用者さんの希望も取り入れ楽しいレクリェーションを企画、実施。

一泊旅行(河口湖の桜・いちご狩り)･日帰り旅行(八景島)･あじさい園散策･花火会･グリーンフェ

スタ富士森公園散策･クリスマス会･食事会2回･カラオケ会3回･ゲーム会2回･手話会(月2回)･

お話会･近隣の方のご厚意のアロマ体験(月1回)等

  

４．「利用者作業場」兼「子供食堂」の新築建物完成！

利用者のクッキー作り等の調理室付作業場として、また地域の子供たちのための「子供食堂」

として、地域の要請もあり地域貢献の一つとして取り組んだ。近隣の工務店、建築関係の方々

のご協力で１２月に完成。建設に際し、地元の方々、蕗の会の皆さまからご寄附をいただき大

変感謝しております。

５．第三者評価を受審！ 全体として良い評価をいただく。詳細は「東京福祉ナビゲーションＨＰ」
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平成３０年度 ひのき工房 事業計画     

ひのき工房施設長   関 裕子

1．事業方針

１）私たちは、障害のある人たちが自分らしく自立し、主体性をもっていきいきと働き、心地よく

笑顔で過ごせるよう支援する。

２）毎年工賃アップを図り、週３日以上通所の利用者工賃平均月額３万円の実現をめざす(就B)。

３）この地域で障害のある人もない人も共に手をたずさえて生きていけるように、地元住民・町会・

小中学校・福祉施設・病院等との地域交流をさらに進め共生社会をめざす。

４）地域の子供たちや高齢者の方たちの子ども食堂・おやつ会に協力、地域貢献を進める。

５）職員スタッフは互いに協力し合い、連携し、一致団結した職員チームをめざす。

２．生産活動 －やりがいと利用者工賃アップのため年間売上１,５００万円以上をめざす！

１）事業別年間売上目標  

木工 リサイクル 霊園清掃 薪割 農園 その他 合計

400万円 360万円 522万円 92万円 36万円 90万円 1,500万円

２）木工：はちべびギフトの安定生産、「kurumiru」新宿都庁売店･伊勢丹立川店･錦糸町・丸井店の

新製品開発に注力するとともに、多摩産材のおもちゃの受注増をめざす。

３）リサイクル、薪割：利用者･職員が協力し、回収・薪作りに安全第一で取り組む。

   古紙相場暴落のため売上大幅減の可能性があり、回収先を増やす等対策を検討。

４）霊園清掃作業：利用者･職員は連携し責任を持って取り組み、継続受注に繋げる。

５）生活介護室内作業：その人に合った作業を見つけ、切手の仕分け･貼り付け作業、栄太郎飴の袋･

箱詰作業を中心に行い、パソコン作業、野菜販売、清掃作業も行う。

６）クッキー作り：新築の調理室付作業場で白衣･白帽子着用等衛生面に十分注意し、ひのき畑の野菜も

材料に入れるなど試作を重ね独自の製品開発と店頭販売をめざす。

３．利用者さんが元気で働けるように個別支援・健康管理の充実をめざす！

１）専従のサービス管理責任者を配置、個別マニュアル作成等個別支援に力を入れる。

２）八王子保健生活協同組合城山病院の嘱託医による月1回の訪問相談を継続実施。

３）理学療法士によるリハビリでは、３名体制で週１回のリハビリを実施（月４回以上）。

４）医師の指導にもとづいた歩行リハビリ等を職員が付添い安全に実施（毎通所日）。

４．創作活動・行事・レクリェーション等生活の中で楽しみを増やす！   

１）絵画、イラスト、彫刻等の作品展など積極的に応募し、発表の機会を増す。

２）1年を通し利用者の皆さんが楽しめる行事を企画する(日帰り旅行２コース・食事会ゲーム大

会・カラオケ会・公園散策・クリスマス会・祭り等) 。

３）昼休みを一緒に楽しく過ごす(将棋・ウノ・トランプ・ゲーム・卓球・散歩・談話等)。

５．地域交流を大切にし、町会・小中学校等地域と連携強化！

元八2丁目・3丁目町会集団回収、城山小学校の木工教室・サタデースクール・城山中学校の

社会科体験実習等に積極的に協力、はちせい祭り、町会夏祭り、町会合同防災訓練等にも積極

的に参加、第１０回ひのき工房祭を実施[11月3日(土)予定]
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平成２９年度 戸吹不燃物処理事業

ひのき工房施設長   関 裕子

１．平成２９年度総括

１）H27年度から市と協議していた有害ごみの整理業務もH29年度から蕗の会にいただきメンバ

  ー枠、予算も増やす事ができた。また立ち上げもスムーズにいき、業務全般も軌道に乗せる

ことができ、繁忙期も問題なく処理ができた。

２）年間を通し、メンバーの採用のため職場実習を実施し、そのうち試用期間を得て４名採用し

てきた。職員もH29年度は人間関係のギクシャクがあったが、現在は明るい雰囲気で気持ち

良く作業できる職場になるように努め徐々に戻りつつある。

３）労災事故 1件 H28年度は 2件あったが、H29年度も医療系廃棄物の針刺し事故で労災が

でてしまった。

４）戸吹クリーンフェスタをはじめ、市からの要望、要請に迅速に対応してきた結果、市から一

定の評価を維持している。また協力して作業を行っている㈱メタウォーター様との関係も月

一回の合同清掃、お茶会等を通じて信頼関係を深め、協力体制を強化している。

２．事業計画

今年度こそは労災ゼロにするため、ひやりハットを軸に安全第一を徹底していく。

１）受託業務を質、作業効率ともに100％完遂する
①メタウォーター㈱様とは不燃物処理を一体となって完遂することが基本で、日々の交流等

を通じて全員が協力し合える関係を維持強化します。

②業務分担、責任、報連相ができる体制づくりをし、職員間で協力して日々実践できるよう

にしていく。

③作業マニュアルの見直しを行い、定期的に従業員全員で確認して作業方法、安全作業を徹

底させていく。

２）労災ゼロの実現する
①八王子市が管理する工場での労災ゼロ・安全第一は何よりも優先されることである。29年
度も針刺し事故を出してしまった。インシデント(ヒヤリハット)報告をスタッフに毎月義務

付け、小さいことでも迅速に対応することを全員への徹底をし、一人一人が「事故を起こ

さない」という意識を持ち続けてもらう。

②職場の５Ｓ (整理、整頓、清潔、清掃、安全)の徹底を図るため朝礼で唱和し問題箇所、作

業環境の改善と安全のためのルール作りを進める。

２）障害者にとってより良い就労の場を創る

①戸吹不燃物処理センターは、障害のある人たちの就労の場として蕗の会が八王子市から委

託をいただいたものである。従って、障害のあるメンバーがいかに安全で安心して気持ち

よく働き続けられる職場を作っていくかが蕗の会に課せられた最大の課題である。

②メンバーの日々の状況、気になる会話、出来事等を支援スタッフが把握し、管理者に報告

する。重要と思われることは即電話等で報告し、理事長と相談して対応を決める。その上

で必要なことはスタッフ間で情報共有し、スムーズに対処する。これらの活動が日々でき

るような体制づくりを行う。

③障害者の方たちの見学や就労体験実習の場としても何時でも受け入れができるように準備

していく。
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H29年度決算報告
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※決算内容については、蕗の会ホームページにも掲載しております。
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平成30年度予算
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後援会だより

第１６回 蕗の会、後援会総会開催

去る６月８日（金）「ひのき工房」において利用者、関係者、職員の方々の参加を得て、開催

されました。提案した議事の①活動報告②決算報告③役員④新年度の取組みと予算計画について

も全会一致で承認されました。主な提案内容は次の通りです。

平成２９年度の活動報告

＊施設支援として、全労済団体保険一部負担ところぽっくるへの行事費支援の支払いをしました。

＊こども食堂（しろくまごはん）の開設にあたり記念品を寄贈しました。

＊知的障害者対応のグループホームの見学会を施設利用者ご家族の参加を得て実施しました。

＊重度身体障がい者の方を対象とした施設の見学学習を役員で行いました。これを受け、施設利

用のご家族に見学会の働きかけをしました。

＊各施設で開催される行事に役員が積極的に参加しました。ひのき工房まつりの販売に協力しま

した。

＊定期役員会を毎月第一土曜日開催に努めました。

「蕗の会後援会」平成２９年度決算報告 「蕗の会後援会」平成３０年度予算

平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日

科 目 収 入 摘 要 科目 収入予算

額

摘 要

会費 461,000 会員数  77 名 会費 450,000 会員数 77 名

雑収入 3,915 繰越金 1,019,720

繰越金 912,988 計 1,469,720

計 1,377,903 科目 支出 摘 要

科 目 支 出 摘 要 施設援助費（合計） 600,000

施設援助費 300,000 全労済掛金。

こ ろ ぽ っ く る 行 事 費

（42,600 円）

１）全労済掛金 300,000 こ ろ ぽ っ くる 行

事費を含む

２）施設改修援助費 200,000 ふきのとう

３）施設修理援助費 100,000 ころぽっくる

振込手数料 10,254 口座徴収料金 振込手数料 15,000 口座徴収料金

通信費 222 領収書送付

通信費 500 領収書送付

会議費 20,000 総会

会議費 13,587 総会 セミナー開催費 65,000 後援会主催セミ

ナーの開催

消耗品費 2,836 事務用品 消耗品費 5,000 事務用品

雑費 2,340 印字サービス 雑費 50,000

予備費 28,944 施設見学、こども食堂開

所記念

予備費 50,000

繰越金 1,019,720 繰越金 664,220

計 1,377,903 計 1,469,720

平成３０年度の取組みと予算

＊施設支援として、全労済団体保険一部負担ところぽっくるへの行事費支援を支出します。

＊施設改修工事に対し、完了した「ころぽっくる」と今年度改修工事予定の「ふきのとう」に寄

附金を支出します。

＊施設利用ご家族を対象としたセミナーを開催します。

＊各施設で行う行事に参加していきます。

＊後援会の周知活動に努めます。

＊蕗の会本部及び各施設職員の方々と連携を強め、活動しやすい後援会活動に努めます。
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       多大なご支援ありがとうございます        

平成２９年度後援会会費を納入して頂き、心から厚く御礼申し上げます。

この会費は「ふきのとう」「ひのき工房」「ころぽっくる」「ぽぷら八王子」の四施設の

活動に有効に使わせて頂きます。ご支援いただいた皆様のお名前を掲載させていただき

ます。

    期間 平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日（敬称略・順不同）

南廣子 市崎建助 青木勝美 天野幸子

荒井盛雄 伊藤要子 岩澤六夫 上巳徹也

遠藤秀男 大場多喜男 大神田芳子 大木啓史

大友のり子 柿下豊一 柿下良治 加藤スミ子

上條順子 川幡公子 木崎徳太郎 北川尚和

北出義則 楠田道子 熊谷弘之 河野良子

小関秀規 小峰貴美子 斎賀勇 坂本清

佐藤修 佐藤一平 佐藤一輝 佐藤大介

前島みち子 清水真理 清水茂子 下楠薗アヤ子

図師学 山本武志 関裕子 関口大輝

園田麻鈴 瀬沼友啓 曾根崎和夫 高橋和子

高橋巌 山内松雄 玉井良侍 中西安明

内藤美千子 八巻富子 西陸めぐみ 西川治

吉川忠克 根本威 野中俊昌 村松昌男

橋本正秋 浜島渉 原田フミ 肥後伸一

平松廣 株式会社文秀堂 堀内紘子 本堂公子

本山瑞稀 百崎道子 森藤徳生 山口智

株式会社三和設計
介護センター  
ゆうみん 前田和江

株式会社
愛和セレモニー

（有）橋本オートサ
ービス

多摩 D.I.Y 俱楽部
事務局 中島清

(株 )深光園
代表取締役社長
瀧柳嘉市

須谷二郎
（戸吹町会会長）

株式会社 山本工務店
代表取締役 山本周広

西東京事務機（株）

平成３０年度の役員は次の通りです。宜しくお願いします。

会長   山本 武志    副会長    佐藤 悦子

  会計   平松 廣     事務局    遠藤 秀男

  幹事   木﨑 真由美   百崎 道子  柴山 弘樹

     木村 茂樹    石川 三郎

  会計監査 前田 和江    大神田 芳子

「蕗の会 後援会」への会費納入のお願い

    年会費  一口  1,000 円  １口以上

お振込み先/郵便口座  ０１５０－８－１９４２２７

     口座加入者   蕗の会 後援会

（振込用紙が紛失した場合は上記にお願いします）
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ご寄附御礼

平成 29 年度は各施設の施設整備のため利用者御家族、支援者、役職員の皆様に

沢山のご寄附をいただきました。おかげさまでひのき工房の「子ども食堂」の新

築（12/9 開所）、ころぽっくるの施設改修（12月）が出来ました。尚、ぽぷら八

王子の分はころぽっくるでいただき、ふきのとうは 30 年度に使わせていただく

予定です。改めてご寄附をいただいた皆様方に心から感謝と御礼を申し上げます。

理事長 岩澤 六夫

ご寄附いただいた期間 平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日

ひのき工房  （敬称及び寄附金の金額については割愛させていただきます）
山田 義博 タカラリサイクル 鳶高橋工業 荒井 盛雄

山内 松雄 杉嵜 哲夫 元八王子二丁目町会 ボランティアの会

岩澤 六夫 石原 博 高橋 和子 榎本 丈夫

細谷 典雄 井上 修一郎 阿達 昌昭 関 裕子

渡辺 謙二 上原 剛 山本 保仁

ふきのとう
岩澤 六夫 山下 福代 関 裕子 江川 修己

伊藤 保忠 松岡 千晶 大屋 隆

ころぽっくる
阿部 功実 稲本 英祥 横溝 佳永 横田 金生 関 裕子

関口 大輝 岩澤 広 岩澤 六夫 岩濱 眞規 吉森 邦博

和智 歩美 熊谷 弘之 戸田 輝世 後援会 後谷 朗夫

向山 星剛 荒井 みさ子 高橋 一敏 高原 良輔 佐々木 亮

佐藤 康之 佐藤 修 佐藤 美恵子 坂上 孝子 笹野 和男

三木 喜代志 山崎 明子 指原 真知子 上己 浩 秦 淳一郎

水谷 達 石黒 靖 赤堀 俊也 川幡 茂 瀧 則之

谷口 孝子 谷口 昇 竹田 広文 竹内 俊介 中野 英樹

田島 徹也 土屋 尚美 八幡 成喜 堀内 真理子 本山 瑞稀

ぽぷら八王子
浜島 洋 木原 藍子 木原 法子 水越 香利 森藤 碧生

本部
丹野 章子 中間 達雄 後援会 岩澤 六夫
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   理事長、施設長      オープニングセレモーニー

子ども食堂名「しろくまごはん」      厨房の様子
応募者表彰

編集後記（本部 渡辺）

最近の報道では、悪質な企業参入による A型事業所の経営破たんで多くの障がい者が解雇され、

行き場を失っております。こうした中、就労 A,B型事業所ぽぷら八王子への応募も増えておりま

す。障がい者の皆様と共に安心して暮らせるような地域社会の実現に向けた「蕗の会」の活動報

告を、年１度の機関紙に集約してご報告させていただきます。更に、ホームページによるタイム

リーな情報発信を引き続き進めて参りますので、ご利用者のご家族様、ご支援を頂いている後援

会会員の皆様、業務を受託させていただいている八王子市様、株式会社エフピコ様、企業の皆様、

更には、地域の皆様の引き続く御支援、御意見をいただけますようよろしくお願い致します。

☆HP にも詳細な資料を掲載しておりますのでご覧ください。

  TEL 042-667-2158 FAX 042-667-2168  e-mail fukinokaihonbu@yahoo.co.jp

  蕗の会 HP：http://fukinokai-swc.jimdo.com

※管理不十分で送付された皆様には誠に申し訳ございません。お詫びいたします。
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ひのき工房 トピックス
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花かすみ

ＷＩＣ―八角１５ 本体

ちらしずしの容器

ＷＵ 302-44

本体 赤板目

うなぎのお弁当

ＷＨＳ-440-33（Ｖ）

小春ピンク

糊を使わずに生産する容器

コンビニ弁当
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動物の積み木と太陽の
キーホルダーです。


